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「
第
35
回
上
田
真
田
ま
つ
り
」を
開
催
！

●期日●期日　４月29日（土・祝）
●時間／内容／場所　●時間／内容／場所　※スケジュールは予告なく変更となる場合があります。
時間 内　　　　容 場　　　　所

9：30
真田隊パレード、常田獅子、
みこし練り歩き、
江戸芸かっぽれ、民謡流し

中心市街地（原町、海野町、松尾町）

10：15 出陣の儀 真田十勇士ガーデンプレイス（原町）
10：35 真田三代武者行列

中心市街地（原町、海野町、松尾町）11：20
真田一族と家臣団
スペシャルパレード

11：50 パレード終了、みこし餅まき
12：15 真田軍vs徳川軍決戦劇

上田城跡公園芝生広場
13：00

全国鉄砲演武大会（５団体）
・大阪城真田鉄砲隊
・紀州九度山真田鉄砲隊
・五

ご

箇
か

山
やま

塩
えん

硝
しょう

鉄砲隊
・関ヶ原鉄砲隊
・信州真田鉄砲隊

15：00 まつり終了

　

信
州
上
田
の
戦
国
絵
巻
を
再
現
す
る
上
田
真
田
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
恒
例
の
武
者
行
列
や
決
戦
劇
を
は
じ
め
、
伝
統
芸
能
や
、
全
国
の

鉄
砲
隊
に
よ
る
大
迫
力
の
演
武
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」出
演
者
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
一
日
限
り
の「
真
田
一
族
」の
復
活
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
！

●真田三代と奥方の配役●真田三代と奥方の配役（予定）
・真
さな

田
だ

幸
ゆき

隆
たか

公　　　岡
おか

本
もと

章
あきら

さん（九度山町長）
・真田幸隆公奥方　土

つち

屋
や

貴
たか

子
こ

さん（信州上田観光大使）
・真
さな

田
だ

昌
まさ

幸
ゆき

公　　　真
さな

田
だ

徹
とおる

さん
　　　　　　　　　（信州上田観光大使・仙台真田家14代）
・真田昌幸公奥方　品

しな

川
がわ

知
とも

子
こ

さん（信州上田観光大使）
・真
さな

田
だ

幸
ゆき

村
むら

公　　　信州上田おもてなし武将隊「真田幸村公」
・真田幸村公奥方　月

つき

影
かげ

瞳
ひとみ

さん（信州上田観光大使）
・竹

ちく

林
りん

院
いん

　　　　　小
こ

日
ひ

向
なた

えりさん（信州上田観光大使）

　信州上田まつり実行委員会（  観光課内）　TEL23・5408
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真田軍vs徳川軍決戦劇
幸村役がオーディションにより決定！
　「真田軍vs徳川軍決戦劇」における主人公「真田幸村役」
を決定するオーディションが３月11日㈯、上田商工会議所
で開催されました。
　オーディションに参加した４名が、１分間のアピールタ
イムと指定の台

せり

詞
ふ

による演技、審査委員の質疑応答によ
り幸村役の座を競いました。
　接戦を制し幸村役に決定したのは、市内在住の大学生、
中
なか

野
の

愛
あい

里
り

さん（写真右から２番目）で、「本当に嬉
うれ

しいです。
皆さんの上田が好きだという気持ちを背負って、このまつ
りを盛り上げていきたい」と感想と抱負を語りました。

◇城下町de着物体験◇城下町de着物体験
着物を着て、街中を歩いてみませんか。
●時間●時間　着付け／9：30～12：00
　　　　返却／15：30まで
●場所●場所　上田商工会議所
●料金●料金　1,000円／回　　●定員●定員　先着50名

◇まつりコンシェルジュ◇まつりコンシェルジュ
まつりや市内観光をご案内します。
●場所●場所　上田駅お城口

●規制時間●規制時間　9：30～12：30
●規制区域●規制区域
　 八十二銀行上田支店西
側交差点～海野町・横
町交差点
　 中央一丁目交差点～ふ
れあい福祉センター前
交差点

29日祝土
ふれあい福祉センター●

●真田一族と家臣団スペシャルパレード参加者●真田一族と家臣団スペシャルパレード参加者

信州上田観光プレジデント

草
くさ

刈
かり

正
まさ

雄
お
さん

（大河ドラマ「真田丸」真田昌幸役）

迫
さこ

田
だ

孝
たか

也
や

さん
（大河ドラマ「真田丸」

矢
や

沢
ざわ

三
さん

十
じゅう

郎
ろう

頼
より

幸
ゆき

役）

高
たか

木
ぎ

渉
わたる

さん
（大河ドラマ「真田丸」

小
お

山
やま

田
だ

茂
しげ

誠
まさ

役）

大
おお

野
の

泰
やす

広
ひろ

さん
（大河ドラマ「真田丸」

河
か

原
わら

綱
つな

家
いえ

役）

長
なが

野
の

里
さと

美
み

さん
（大河ドラマ「真田丸」

こう役）

●関連イベント●関連イベント

●交通規制のお知らせ●交通規制のお知らせ

たか ぎ わたるなが の さと み

おお の やすひろ
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「
選
ば
れ
る
市
」へ

市
役
所
は
も
っ
と
機
能
的
に
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

　

市
役
所
の
行
政
組
織
が
４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。「
第
二
次
上
田
市

総
合
計
画
」や「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
着
実
な
実
行
が
可

能
な
組
織
、
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
、
課
や
係

な
ど
を
再
編
し
、
所
管
す
る
業
務
の
変
更
や
フ
ロ
ア
の
移
転
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●主な組織改正の内容●主な組織改正の内容
・水色部分は廃止となる課・室、オレンジ部分は新設となった課・室を表しています。
・その他の改正箇所は、青字部分が改正前、赤字部分が改正後を表しています。

改　　正　　前 改　　正　　後
政策企画部
政策企画課《本庁舎３階》
　●政策企画担当
　●教育政策担当

政策企画課《南庁舎３階》
　●政策企画担当
　●政策調整担当
　●学園都市推進担当

（新設） 移住定住推進課《南庁舎３階》
　●移住定住推進担当　●結婚支援担当

（新設） 交流文化スポーツ課《南庁舎３階》
　●文化振興担当　●交流スポーツ担当

（新設） 国際キャンプ地誘致推進室《南庁舎３階》
　●国際キャンプ地誘致推進係

（新設）
広報シティプロモーション課《南庁舎３階》
　●広報担当　●シティプロモーション担当
　●統計企画担当

公立大学法人化準備室 （一部事務を「政策企画課」に移管のうえ室を廃止）
シティプロモーション推進室 （事務を再編し室を廃止）
合併10周年記念事業推進室 （一部事務を「政策企画課」に移管のうえ室を廃止）
交通政策課 （「都市建設部管理課」に編入し課を廃止）
総　務　部

（新設）
行政管理課《本庁舎３階》
　●行政管理担当　●行政改革担当
　●公共施設マネジメント担当　●庁舎管理係

（新設）
庁舎整備室《本庁舎３階》
　●庁舎整備担当

（新設）
情報システム課《南庁舎４階》
　●ICT化推進担当
　●情報セキュリティ・システム管理担当

行政改革推進室 （「行政管理課」に編入し室を廃止）
広報情報課 （事務を再編し課を廃止）
財　政　部

（新設） 財産活用課《南庁舎２階》
　●財産管理担当　●財産活用担当

（新設） 契約検査課《南庁舎２階》
　●契約担当　●工事検査係

契約管財課 （事務を再編し課を廃止）
市民参加協働部
市民参加･協働推進課
　●市民参加･協働推進担当

市民参加･協働推進課
　●地域内分権推進担当　●自治協働支援担当

市民課
　●市民サービス担当
　●外国籍市民サービス係　●戸籍係

市民課
　●市民サービス担当
　●外国籍・多文化共生担当　●戸籍係

生活環境部
生活環境課
　●生活安全担当　●環境保全係

生活環境課
　●生活安全担当　●環境政策担当　●環境保全担当

（新設） ごみ減量企画室
　●ごみ減量企画係

健康こども未来部
健康推進課
　●地域医療係　●健幸政策担当
　●保健予防担当　●保健推進係
　●地域健康支援担当

健康推進課
　●地域医療担当　●健幸政策担当
　●保健予防担当　●母子・精神保健担当
　●地域健康支援担当

保育課
　●保育担当

保育課
　●保育担当　●保育施設担当

子育て･子育ち支援課
　●子育て･子育ち支援担当

子育て･子育ち支援課
　●子育て･子育ち支援担当　●こども家庭福祉担当

商工観光部
商工課
　●商工振興担当　●産業企画係
　●市街地商業活性化係

商工課
　●商工振興担当　●産業企画担当
　●次世代産業支援担当　●市街地商業活性化担当

平
成
29
年
度
組
織
改
正
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改　　正　　前 改　　正　　後
農　林　部
農政課
　●農業振興係
　●農産物マーケティング係

農政課
　●農業振興係

（新設） 農産物マーケティング推進室《本庁舎２階》
　●農産物マーケティング推進係

森林整備課
　●森林整備担当

森林整備課
　●林業振興担当　●森林整備担当

都市建設部
管理課
　●庶務係　●管理担当
　●地籍調査係

管理課
　●庶務係　●管理担当　●交通政策係
　●地籍調査担当

都市計画課
　●調査計画担当
　●街路整備係　●景観係

都市計画課
　●調査計画担当
　●街路公園整備担当　●景観緑化係

公園緑地課 （「都市計画課」に編入し課を廃止）
丸子･真田･武石地域自治センター
市民サービス課
　●市民サービス　担当

市民サービス課
　●市民窓口担当　●生活環境担当　●福祉担当
　●高齢者支援担当　●地域健康支援担当

教育委員会事務局
生涯学習課
　●生涯学習係　●青少年係
　●人権同和教育係

生涯学習・文化財課
　●生涯学習係　●青少年係
　●人権同和教育係　●文化財保護担当

文化振興課
　●地域文化係
　●文化財保護担当

（事務を再編し課を廃止）

【課・室】
●移住定住推進課：移住促進や結婚支援などの人口
減少対策

●交流文化スポーツ課：文化芸術やスポーツ交流を
活
い

かしたまちづくり

※文化芸術に関する事務は、教育委員会事務局か
ら政策企画部交流文化スポーツ課に移りますが、
丸子・真田・武石地域では引き続き各地域教育
事務所が担当します。

※体育施設の管理やスポーツ推進事業などは引き
続きスポーツ推進課が担当します。

●国際キャンプ地誘致推進室：ラグビーワールド
カップ等国際大会のキャンプ地誘致の推進

●広報シティプロモーション課：多様なメディアを
通じたプロモーション活動と、統計情報の利活用

●行政管理課：行政運営の全体管理とあわせて、庁
舎を含めた公共施設の再配置計画の進行管理

●庁舎整備室：市民サービスの向上や執務環境の効
率化などの視点を踏まえた庁舎改修・改築

●情報システム課：マイナンバーやICTを活用した
市民サービスの向上と、セキュリティ対策の強化

●財産活用課：遊休財産の処分や利活用の推進
●契約検査課：入札や契約に関する事務と、公共工
事などの検査事務

●ごみ減量企画室：ごみ減量化、再資源化に向けた
取組の企画立案

●農産物マーケティング推進室：農業の６次産業化
や農商工連携

●生涯学習・文化財課：生涯学習の推進と文化財の
保護

【係・担当】
●政策企画課 学園都市推進担当：学園都市実現に
向けた取組や上田市公立大学法人評価委員会の事
務

●市民参加･協働推進課：「市民参加･協働推進担当」
を、「地域内分権推進担当」と「自治協働支援担当」
に再編

●市民課：「外国籍市民サービス係」を、多文化共生
の担当を明確にするため「外国籍・多文化共生担
当」に名称を変更
●生活環境課 環境政策担当：地球温暖化対策や再
生可能エネルギーなどに関する環境政策の企画立
案

●健康推進課：「保健推進係」を「母子・精神保健担当」
に名称を変更

●保育課 保育施設担当：保育園等の施設整備と統
廃合

●商工課 次世代産業支援担当：東信州次世代産業
支援をはじめ、地域企業との連携促進

●森林整備課 林業振興担当：木材の利用促進をは
じめ有害鳥獣駆除やジビエの活用

●管理課 交通政策係：公共交通の利用促進と公共
インフラの整備

●丸子・真田・武石　市民サービス課：「市民サー
ビス担当」を、「市民窓口担当」、「生活環境担当」、
「福祉担当」、「高齢者支援担当」、「地域健康支援
担当」に再編

●新設課等の主な業務●新設課等の主な業務

　  総務課　TEL23・5332



◇
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」と

　

今
後
の
取
組

　

昨
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

に
沸
い
た
一
年
と
な
り
、
上
田
城
跡

公
園
を
中
心
に
真
田
氏
ゆ
か
り
の
史

跡
に
は
大
勢
の
皆
様
が
訪
れ
、
観
光

面
に
限
ら
ず
幅
広
い
分
野
に
経
済
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
ま

す
。
官
民
連
携
を
図
り
な
が
ら
総
力

を
挙
げ
て
受
入
態
勢
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

「
お
も
て
な
し
の
心
」に
よ
っ
て
お
客

様
を
お
迎
え
し
た
こ
と
で
、
ご
当
地

上
田
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
経
済
研
究
所
に
よ
る
大
河
ド

ラ
マ
に
伴
う
経
済
効
果
の
調
査
結
果

の
中
で
、
大
河
ド
ラ
マ
館
の
入
館
者

数
を
観
光
客
増
加
数
と
し
て
算
出
し

た
長
野
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
２
０
０
億
９
０
０
０
万
円
と
推
計

さ
れ
た
一
方
、
同
研
究
所
が
併
せ
て

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
上

田
市
に「
ま
た
来
た
い
と
思
う
」と
の

回
答
が
83
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
庁
体
制
で

全
国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
臨
ん
だ
こ
と

や
、
市
内
の
事
業
者
が「
真
田
丸
」を

活い

か
し
た
土
産
品
や
食
事
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が

相
ま
っ
て
実
現
で
き
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
真
田
氏
の
歴

史
や
ゆ
か
り
の
品
等
を
展
示
す
る「
特

別
企
画
展
」を
旧
市
民
会
館
で
開
催
予

定
で
あ
り
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
観
光
誘
客
を
展
開

し
ま
す
。

◇
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
、

各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

み
、
市
民
団
体
の
企
画
に
よ
る
公
募

事
業
に
つ
い
て
も
、
文
化
芸
術
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
ま
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た

り
趣
向
を
凝
ら
し
た
各
種
事
業
で
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
心
に

残
る
記
念
事
業
が
実
施
で
き
ま
し
た

こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
長
野
大
学
公
立
大
学
法
人
化

　

昨
年
の
12
月
20
日
、
長
野
県
知
事

か
ら
公
立
大
学
法
人
設
立
認
可
書
が

交
付
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
公
立
大
学

法
人
長
野
大
学
の
設
立
が
正
式
に
決

定
し
、
４
月
か
ら
は
公
立
大
学
法
人

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
白し

ら

井い

汪ひ
ろ

芳ふ
さ

理
事
長
予

定
者
と
中な

か

村む
ら

英え
い

三ぞ
う

学
長
予
定
者
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
と
見
識
を

も
っ
て
、
学
生
か
ら
選
ば
れ
、
地
域

の
企
業
な
ど
か
ら
望
ま
れ
る
、
持
続

的
な
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
運

営
費
交
付
金
な
ど
を
通
じ
た
下
支
え

の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地

　

誘
致
の
取
組

　

昨
年
11
月
に
国
の
組
織
委
員
会
に

行
っ
た「
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
」

の
申
請
に
つ
い
て
、
現
在
は
書
類
審

査
の
段
階
で
あ
り
、
今
後
は
実
地
審

査
を
経
て
、
今
年
の
夏
以
降
に
キ
ャ

ン
プ
候
補
地
が
選
定
さ
れ
る
運
び
と

な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
聖
地

と
し
て
菅
平
高
原
の
素
晴
ら
し
さ
を

国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
海
外
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
に
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
選

定
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誘
致
実

現
に
努
め
ま
す
。

◇
資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に

　

向
け
た
取
組

　

資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
施
設

の
建
設
に
向
け
た
一
層
の
決
意
を
地

元
の
皆
様
に
お
示
し
し
な
が
ら
、
早

期
に
地
元
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
候
補
地
と
し
て

の
適
性
を
判
断
す
る
た
め
、
広
域
連

合
が
行
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
基
礎
調
査
の
実
施

に
向
け
、
市
と
し
て
も
御
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
大
限
の

支
援
を
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
新
年
度
に
は
専
門
家

や
市
民
、
事
業
者
な
ど
の
皆
様

と
広
く
意
見
交
換
を
行
い
、
減

量
化
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の「（
仮
称
）ご
み
減
量
行
動
計

画
」を
策
定
し
、
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
に
全
市
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
新
年
度
に
向
け
て

　

合
併
以
降
、
各
種
施
策
も
確
実
に

前
進
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
輝

く
上
田
市
の
未
来
の
実
現
に
向
け
て

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
課

題
に
対
し
、
全
身
全
霊
を
傾
け
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

新
年
度
の
市
政
経
営
に
臨
む
所
信

の
一
端
と
し
て
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
た「
健け

ん（
康
）幸こ

う（
福
）都
市
」

の
実
現
に
向
け
た
３
つ
の
将
来
都
市

像
の
視
点
か
ら
６
つ
の
政
策
大
綱
に

沿
っ
た
重
点
施
策
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
行
財
政
改
革
の
取
組

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

▽「
産
業
元
気
都
市
」

●
産
業
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
の
視
点

　
「
も
の
づ
く
り
産
業
」の
振
興
に
つ

い
て
は
、
東
信
州
エ
リ
ア
の
広
域
的

な
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
、
産
学
官・

産
産
連
携
な
ど
、
地
域
の
強
み
を
活

か
す
取
組
が
重
要
で
あ
り
、
昨
年
７

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
東
信
州
次
世
代

産
業
振
興
協
議
会
」の
取
組
を
加
速

す
る
た
め
、
事
業
の
推
進
主
体
で
あ

る
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
に
新
た
に
専
任
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
エ
リ
ア

内
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
な
ど
の

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
魅
力
あ
る
商
品
等
を「
信
州
上
田
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新
年

平
成
29
年
３
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

３月市議会定例会で
施政方針演説をする
母袋市長
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度
は
国
内
外
へ
の
販
路
拡
大
や
異
業

種
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
す

る
新
た
な
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

▽「
生
活
快
適
都
市
」

●
地
域
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
の
視
点

　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
進
め
て
き
ま

し
た
神
科
・
豊
殿
、
川
西
お
よ
び
丸

子
地
域
で
は
住
民
自
治
組
織
が
設
立

さ
れ
、
運
営
体
制
の
整
備
と
、
活
動

の
基
礎
と
な
る「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
」の
策
定
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
城
南
、
塩
田
、
真
田

お
よ
び
武
石
の
各
地
域
で
は
住
民
自

治
組
織
の
設
立
に
向
け
た
取
組
が
進

め
ら
れ
、
さ
ら
に
西
部
地
域
で
は
地

域
経
営
会
議
が
設
立
さ
れ
た
ほ
か
、

中
央
地
域
で
も
説
明
の
機
会
を
設
け

て
の
協
議
、
検
討
を
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
住
民
自
治
組
織
の
円

滑
な
運
営
と
効
果
的
な
活
動
に
よ
っ

て
一
層
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
連
携
、
支
援
に
努
め
、

上
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
内
分
権

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

●
人
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
の
視
点

　

地
域
の
中
核
病
院
で
あ

る
信
州
上
田
医
療
セ
ン

タ
ー
の
医
師
確
保
に
つ
い

て
は
、
今
年
１
月
に
は
医

療
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
医
師

が
62
名
に
ま
で
増
え
て
き

て
お
り
、
関
係
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
積
極
的
な
事

業
展
開
の
成
果
が
結
実
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
県
が
進
め
る

病
床
の
再
編
な
ど
の
地
域

医
療
を
め
ぐ
る
動
向
に
も

注
視
し
な
が
ら
、
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
医

療
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
安
全
で
安
心
、

　

そ
し
て
快
適
な
ま
ち
の
視
点

　

今
年
１
月
に
改
訂
さ
れ
た
国
の「
避

難
に
関
す
る
情
報
の
あ
り
方
等
を
示

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
、
市

で
は
、「
避
難
準
備
情
報
」等
の
名
称

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
と
と
も
に
、
市
か
ら
の
避
難
情
報

を
待
た
ず
と
も
自
ら
の
判
断
で
迅
速

な
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
自
主

防
災
組
織
や
住
民
自
治
組
織
等
で
の

防
災
訓
練
の
実
施
、
地
区
防
災
計
画

や
地
区
防
災
マ
ッ
プ
等
の
作
成
を
支

援
し
ま
す
。

　

一
方
、
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、「
上
田
市
庁
舎
改
修
・
改

築
基
本
構
想（
案
）」に
関
す
る
市
民
説

明
会
を
開
催
し
て
広
く
御
意
見
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
防

災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
耐
震
性
を
備
え
た
庁
舎
の
早

期
実
現
に
向
け
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

▽「
文
化
の
薫
る
創
造
都
市
」

●
上
田
を
支
え
る

　

人
材
が
育
つ
ま
ち
の
視
点

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
開
設
し
て
い
る「
子
育

て
ひ
ろ
ば
」は
、
乳
幼
児
や
保
護
者
の

交
流
の
場
と
し
て
大
変
好
評
で
あ
り
、

今
後
も
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
相

談
体
制
の
充
実
に
加
え
、
魅
力
あ
る

子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
中
の
母
親
が
中
心
と
な
っ
て

構
築
し
た「
結
婚
・
子
育
て
応
援
サ
イ

ト
」を
多
く
の
皆
様
に
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
情
報
を
発

信
し
ま
す
。

●
賑に
ぎ

わ
い
と
交
流
の
ま
ち
の
視
点

　

広
域
的
な
観
光
を
推
進
す
る
た
め
、

「
真
田
街
道
推
進
機
構
」を
は
じ
め
、

真
田
氏
ゆ
か
り
の
自
治
体
、
北
陸
新

幹
線
の
沿
線
都
市
と
の
連
携
に
よ
り
、

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
て

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
連
携
を
深
め
た
長

野
市
や
松
本
市
と
は
、
台
湾
な
ど
の

海
外
か
ら
の
誘
客
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
観
光
資
源
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
効
果
的
か
つ

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

▽「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
視
点

　

今
年
度
を
起
点
と
す
る「
第
三
次
上

田
市
行
財
政
改
革
大
綱
」と
、
具
体
的

な
取
組
事
項
や
目
標
設
定
な
ど
を
盛

り
込
み
昨
年
６
月
に
策
定
し
た「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
推
進
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
全
庁
体
制
で
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事

務
の
効
率
化
に
向
け
た
業
務
の
見
直

し
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
た
な
行
政
需
要
に
も

的
確
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
よ
り
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
と
健
全
な
財
政
基
盤
の
構
築

を
図
り
ま
す
。

３月議会（初日）に提案した議案の概要
○条例案（14件）
　新設／ 公立大学法人長野大学に係る重要な財産を定め

る条例　ほか
　一部改正／上田市組織条例　ほか
○平成28年度補正予算案（８件）
　一般会計（１件）、特別会計（４件）、企業会計（３件）
○平成29年度当初予算案（14件）
　一般会計（１件）、特別会計（８件）、企業会計（５件）
○事件決議案（４件）
　 上田地域広域連合ふるさと寄付金に係る権利の一部を
放棄することについて　ほか 「

ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ　
輝
く
未
来
に
つ
な
が
る　
健け
ん

幸こ
う

都
市
」の
実
現
に
向
け
、

「
市
民
の
力・地
域
の
力・行
政
の
力
」の
３
つ
の
大
き
な
力
を
結
集
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○施政方針はインターネットでも
　ご覧いただけます
　動画・全文をご覧いただけます。

後編

動画はこちらから

上田市ホームページ前編
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3.5％減の662億円

平成29年度は、第二次総合計画で目指す都市像「ひと笑顔あふれ　輝く未来につながる健幸都市」の
実現に向けて、未来につながる施策に重点を置き、将来を見据えた予算編成を行いました。
一般会計予算額は、662億4,820万円で、前年度と比較して3.5％、24億1,875万円減りました。これは、

小・中学校施設の耐震・改築事業が完了する見通しとなったこと、合併10周年記念事業やNHK大河ドラマ「真田丸」
の関連事業が終了したことが主な理由です。

市税は、平成28年度と比較して0.3％増の207億円余の予算計上としました。
個人市民税は、県内で平成28年中の給与所得の顕著な増加がみられないことから、前年度の決算見
込みとほぼ同額としました。法人市民税は、緩やかな景気回復基調が続いていることから、前年度
当初予算と同額としました。
地方消費税交付金は、２億４千万円減の28億円を計上したほか、地方交付税は、平成28年度の算

定結果を踏まえて、２億円減の145億円の計上としました。
市債は、前年度と比較して８億円余減の42億円余としました。

歳入

一般
会計

平
成
29
年
度
当
初
予
算

平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
端
数
処
理
の
た
め
合
計
額
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市債現在高（見込み）　1,271億円

◎市債の年度末現在高見込額
区　分 平成29年度末 平成28年度末
一般会計 665億8,350万円 693億   752万円
特別会計 4億5,627万円 4億1,781万円
企業会計 600億9,739万円 636億6,581万円
合　　計 1,271億3,716万円 1,333億9,114万円

国庫支出金
66億2,337万円（10.0％）

市税
207億1,232万円（31.3％）

地方交付税
145億円（21.9％）

市債
42億2,660万円（6.4％）

県支出金
34億6,264万円（5.2％）

その他
56億4,695万円（8.5％）

その他
8億1,700万円（1.2％）

（施設の使用料や各種証明
書発行手数料など）

（地方譲与税や株式等譲渡
所得割交付金など）

【主な市税の内訳】
固定資産税 92億6,000万円
個人市民税 72億 121万円
法人市民税 16億 500万円
都市計画税 10億8,900万円
市たばこ税 9億8,000万円
軽自動車税 4億6,500万円
入湯税 4,210万円

地方消費税交付金
28億円（4.2％）

歳 入
662億
4,820万円

依存財源　48.9％

自主財源　51.1％

諸収入
74億5,933万円（11.3％）

学校や道路などの公共施設の整備をするときに、市の借
金にあたる市債を活用しています。
財政負担を複数の年度に分けることにより、計画的な財
政運営を行うことができます。

基金現在高（見込み）　　201億円

◎基金の年度末現在高見込額
区　分 平成29年度末 平成28年度末

財政調整基金 32億   920万円 41億   920万円
減債基金 39億5,932万円 44億5,932万円
特定目的基金 103億   822万円 106億1,424万円
その他の基金 4億3,888万円 9億5,703万円
定額運用基金 22億   526万円 22億   526万円
合　　計 201億2,088万円 223億4,505万円

災害など不測の事態や将来の大きな事業、借入金の返済
などのために、市の貯金ともいえる基金を積み立ててい
ます。
また、積み立てた基金を事業実施のために有効に活用し
ています。

自主財源：市税、使用料など市が自主的に得られる財源
依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定められた額が交付される財源
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平成29年度は、「地方創生」の新たな価値を切り拓くことや、NHK大河ドラマ「真田丸」の放送により知名度が上
がったことを活

い

かした、上田市の新たな価値を創造する施策など、重点となる10の分野を設けて、予算の配分を
優先的に行いました（重点分野ごとの特徴的な事業は次のページに掲載しています）。
目的別では、前年度より商工費が３億円余、総務費が１億３千万円余増えた一方で、教育費が23億４千万円余、
衛生費が４億８千万円余減りました。

性質別では、前年度より扶助費が１億２千万円余、人件費が９千万円余増えた一方で、普通建設事業費が25億円余減りました。
また、今後の市債償還に対応するため、引き続き、減債基金への積み立てを実施し、健全財政の維持にもできる限り配慮しま
した。

歳出

　  財政課　TEL23・5113

歳出
662億
4,820万円

民生費
 219億6,004万円
（33.1％）
（福祉や子育て事業
のために）

土木費
87億4,203万円
（13.2％）
（道路や河川など
の整備のために）

総務費
71億7,772万円
（10.8％）
（市の全般的な
事務のために）

商工費
57億5,998万円（8.7％）
（商工観光の振興のために）

教育費
54億1,201万円（8.2％）
（子どもたちの教育などのために）

衛生費
39億8,689万円（6.0％）
（ごみ処理や健康づくりなどのために）

公債費
76億1,542万円（11.5％）
（借りたお金の返済のために）

その他
 7億4,077万円（1.2％）
（議会費、労働費、予備費）

消防費
19億3,210万円（2.9％）
（救急・消防のために）

農林水産業費
29億2,124万円（4.4％）
（農業・林業の振興のために）

歳出
（目的別）

歳出
662億
4,820万円

扶助費
112億9,563万円（17.0％）

人件費
101億4,473万円
（15.3％）

公債費
76億1,542万円
（11.5％）

普通建設事業費
38億8,186万円（5.9％）

補助費等
119億5,010万円（18.0％）

物件費
96億 208万円
（14.5％）

貸付金
66億6,420万円
（10.1％）

繰出金
40億6,057万円（6.1％）

その他
10億3,363万円（1.6％）
（維持補修費、積立金、予備費）

義務的経費
（43.8％）

投資的経費
（5.9％）

その他の経費
（50.3％）

歳出
（性質別）

健全で安定した財政運営に向けて取り組んでい
ます。

○市債の新規発行額の抑制
　 将来の公債費負担を減らすため、特定財源
の確保や基金の活用などにより、市債の新
規発行額を平成28年度当初予算に対して約
８億９千万円抑制しました。
　 また、合併特例債など後年度の元利償還金の
一部が地方交付税で措置される有利な市債を
活用しています。

○経常経費の削減
　 平成28年度当初予算に対し、部局ごとに２％
削減した要求限度額を設定し、かつ過去３年
間の執行状況を踏まえて見直しを図ることで
約９千万円の経常経費を削減しました。

健全財政への取組
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新  新参町線の無電柱化へ着手 ……………… 1,100万円
 （商工会議所前～観光会館前）
新  空き家対策の推進 …………………………… 851万円
新  消防団員等応援事業 ………………………… 225万円
新  運転免許証自主返納促進事業 ……………… 200万円
 インフラ長寿命化修繕事業 ………… 2億5,050万円

 （道路や橋
きょう

梁
りょう

などの修繕）

安全・安心のまちづくり

充  ごみ減量、再資源化対策事業 …………… 1,123万円
 （新  生ごみ減量化・堆肥化に向けたシンポジウムの開催、
  新  廃棄物対策審議会の開催）
 生ごみ堆肥化処理モデル事業 ……………… 403万円

 （やさいまる事業など）
 大型処理機による生ごみ堆肥化モデル事業

 　　　　　　　　……………………………… 258万円

循環型社会の形成

新  長野大学の新たなスタート ………… 2億7,645万円
 （運営費交付金）
 まちなかキャンパスの運営 ………………… 834万円

学園都市づくり

新  武石ともしび博物館開館30周年記念事業 … 633万円
 西部公民館の移転改築 ……………… 1億4,095万円

 （平成29年度オープンへ）
 交流文化芸術センターでの各種事業の開催

 　　　　　　　　……………………… 1億9,913万円
 市立美術館での各種展覧会の開催 ……… 2,750万円

文化創造都市づくり

充  緑化推進事業（「森の学校」の開催など） ……… 150万円
 新エネルギー活用施設設置への助成 …… 1,880万円
 武石地域全域公園化構想の推進 …………… 234万円
 森のエネルギー推進事業 …………………… 150万円

 （ペレットストーブ・薪
まき

ストーブ購入費補助）

自然環境の保全

新  広報シティプロモーションの推進 ……… 1,000万円
 （首都圏へのPR）
充  ふるさと寄附金推進事業 …………… 1億3,000万円
 （寄附の返礼および基金積立）
充  地域おこし協力隊の活用 ………………… 3,000万円
充  国際キャンプ地等誘致の推進 ……………… 534万円
 菅平地区振興施設の建設 ……………………… 4億円
 都市農村交流の推進 ………………………  1,741万円

 （滞在型市民農園の開発許可など）

交流・定住の推進

新  公文書館の整備へ着手 ……………………… 197万円
 住民自治組織への支援 …………………… 4,250万円

 （住民自治組織交付金）
 わがまち魅力アップ応援事業 …………… 7,000万円

魅力ある地域づくりの推進

新  旧市民会館の後利用による特別企画展の開催
 　　　　　　　　…………………………… 3,586万円
新  基幹産業支援体制の整備 ………………… 1,060万円
 （コーディネーター設置など）
新  ブランディング支援事業 ………………… 1,000万円
 （伝統工芸品や特産品の販路拡大など）
充  観光の更

さら

なる振興（誘客やPRなど） ……… 8,200万円
充  ６次産業化の推進 …………………………… 582万円
 （うえだみどり大根などの特産物のブランド化推進など）
 東信州連携による産業振興 ……………… 1,100万円

真田ブランドを活かした産業振興と
地域経済の活性化

新  小学校の施設整備 ………………………… 3,450万円
 　（浦里小学校特別教室棟建設）
新  私立幼稚園施設整備へ助成 ……………… 1,072万円
新  見守りしあわせ支援事業 …………………… 72万円
 　（産後に見守りが必要な母子を訪問し傾聴を実施）
新  ワンストップ相談会の実施 ………………… 16万円
 　（ひとり親家庭の心配ごと相談会）
充  大型モニターおよびデジタル教科書の整備
 　　　　　　　　…………………………… 4,747万円
 神川地区拠点施設の建設 ………………… 6,114万円

 （神川統合保育園・神川地区公民館複合施設）

子ども・子育て支援、未来を担う
子どもたちの教育環境等の整備

新  障がい者支援施設等の整備へ助成 ……… 1,000万円
充  地域活動支援センター事業 ……………… 2,616万円
 （障がい者支援の充実を図るため、１か所を新たに設置）
充  障がい者地域生活支援拠点の整備 ………… 369万円
充  健康幸せづくりプロジェクト事業 ……… 1,945万円
 （新  二十歳無料歯科検診、充  妊婦歯科検診無料化）

地域医療の更なる充実、
健康福祉の増進

重点10分野の特徴的な事業
新  は新規事業　　充  は充実させた事業
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市民サービスの向上を目指し、制度の拡充を図りました
新  生活対策事業 ……………………………………………………………………………………………………… 【80万円】
 （振り込め詐欺等の被害を防止するため、対策機能付き電話機等の購入に対する補助を新設）
充  特定健康診査等事業 ……………………………………………………………………………………………【8,666万円】
 （節目年齢および非課税世帯に限定していた特定健康診査の受診料自己負担金の無料化を受診者全員に拡充）
充  住宅耐震改修促進事業 …………………………………………………………………………………………【2,000万円】
 （昭和56年５月31年以前の建築で地震により倒壊の恐れのある住宅の耐震改修費用に対する補助の上限額を拡充）
充  防犯灯補助事業 …………………………………………………………………………………………………【1,071万円】
 （自治会が設置する防犯灯の更新・ポール撤去費用に対する補助を拡充）
充  高校生を対象とした給付型奨学金制度 …………………………………………………………………………【660万円】
 （県の奨学金制度の対象とならない低所得世帯に対して給付する奨学金の年額を拡充）

など

特別会計　370億円

会　　計　　名 当初予算額 増減率（％） 各事業のあらまし
土地取得事業 4億円 0 土地などの取得に関する経費
同和地区住宅新築資金等
貸付事業 2,507万円 △13.5 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 183億7,647万円 △1.0 自営業など他の健康保険に加入していない方のための医療保険事務（74歳までの方への医療費の給付）

後期高齢者医療事業 18億5,255万円 0.4 高齢者（75歳以上）および65歳以上75歳未満の一定の障がいのある方を対象とした医療保険の保険料徴収などの事務

介護保険事業 159億1,572万円 3.5 介護予防が必要な方および介護が必要となった方への保険給付ほか介護保険運営事務

社会福祉授産事業 3,369万円 △40.0 障がいを抱えた方の能力や希望に沿った就労の支援(武石事業所）（上田事業所は平成28年度末で廃止）
駐車場事業 2億4,585万円 29.7 上田駅お城口および温泉口にある市営駐車場の管理運営
武石診療所事業　　 1億1,184万円 △17.3 24時間往診体制をとっている公立の診療所(内科・外科など)

特 別 会 計 合 計 369億6,119万円 1.0

特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けて整理する会計です。
全体では1.0％、約４億円増えました。これは、介護保険事業で、高齢者人口の増加に伴う保険給付費の増加により、前年度
より約５億４千万円増えたことが主な理由です。
◎平成29年度特別会計予算一覧

○収益的支出：人件費、施設の維持管理費など経営活動に必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

企業会計　175億円

会　　計　　名 当初予算額
収益的支出 増減率（％） 資本的支出 増減率（％）

真田有線放送電話事業 5,604万円 4,617万円 0.1 987万円 0
産婦人科病院事業 6億7,031万円 6億4,337万円 1.0 2,694万円 △92.3
水道事業 45億7,575万円 26億4,514万円 △1.1 19億3,061万円 △6.3
公共下水道事業 99億2,579万円 56億8,218万円 △2.4 42億4,361万円 0.8
農業集落排水事業 22億9,422万円 14億6,451万円 △3.5 8億2,971万円 2.5

企 業 会 計 合 計 175億2,211万円　（増減率△3.4％）

企業会計とは、料金や使用料などの収入によって運営される会計です。
全体では3.4％、約６億円減りました。これは、産婦人科病院事業で計上していた市民債の満期一括償還金３億円が減額となっ
たことが主な理由です。
◎平成29年度企業会計予算一覧

平成29年度当初予算
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　  市民課　TEL23・5334

これまでは３年に一度の更新手続きが必要でしたが、
平成29年４月１日から登録期間を廃止し、更新手続きが不要になりました。

平成29年４月１日時点で登録中の方は、以後更新手続は不要です。
平成29年3月31日以前に登録期間が満了した方は、改めて登録が必要です。
（登録の継続を希望する方のみ）

登録期間を
廃止しました

◎本人通知制度とは？◎本人通知制度とは？
　「第三者又は本人の代理人」に対し、住民
票の写しや戸籍謄本などを交付した場合、
あらかじめ登録している方に交付をしたこ
とをお知らせする制度です（交付を制限す
るものではありません）。
　市では、住民票の写しや戸籍謄本などの
不正請求・不正取得を防止、抑止するため
に、平成25年から実施しています。

●対象●対象
　上田市に住民登録や本籍のある方、また
はあった方です。
●登録すると、どんなことが●登録すると、どんなことが
　通知されますか？　通知されますか？
　【通知内容】　　　　　　　　　
　　①交付年月日
　　②交付した証明書の種別
　　　（戸籍謄本、住民票の写しなど）
　　③交付件数　
　　④交付請求者の種別
　　　（「代理人」、「その他第三者」のいずれか）
　【通知対象とならないもの】
　　① 国や地方公共団体からの請求、弁護士・司法書士等からの裁判・訴訟・紛争処理手続きなどを目的とした請求に対

する交付
　　②証明書を取得した第三者などの個人の情報（「上田市個人情報保護条例」規定内の情報開示は請求できます）
●登録方法●登録方法
・登録料　無料
・持ち物　 事前登録申込書（下記窓口、または市ホームページ

にあり）、来庁者の本人確認書類（マイナンバーカー
ド、免許証、旅券など）、印鑑、委任状(代理人が手
続きする場合)など

・受付窓口　市民課、各地域自治センター
　　　　　　（郵送による登録もできます）。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

本人通知の対象となる証明書
・住民票の写し（本籍または国籍・地域の記載のあるもの）
・住民票の記載事項証明書
　（本籍または国籍・地域の記載のあるもの）
・戸籍の附票の写し
・戸籍謄本または抄本（全部事項証明書または個人事項証明書）
・戸籍の記載事項証明書
※消除された住民票・戸籍の附票、除籍、改製原戸籍を含みます。

本人通知制度
更新手続きが
不要になりました
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武石地域自治センター　TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

丸子地域自治センター　TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

真田地域自治センター　TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所　TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

タクシー利用補助券を配布

運転免許証自主返納促進事業が始まります
　市では、高齢者等の交通事故の防止と外出しやすい環境を作り、公共交通を利用するきっかけをつくるこ
とを目的として、運転免許証を自主返納し「運転経歴証明書」の交付を受けた方へ「タクシー利用補助券」の交
付を開始します。
　交通事故の加害者にならないために、運転免許証の返納を考えてみませんか。

●対象●対象　平成29年４月１日㈯以降に運転免許証を自主返納し、運転経歴証明書の交付を受けた市民
　　　　（平成29年３月31日以前に自主返納した方、および市税の滞納者は対象外）
●事業内容●事業内容　次の①・②いずれかを交付します（１人１回限り、申請時に選択）。
　　　　　　①タクシー利用補助券１万円分（500円券×20枚）
　　　　　　　市内に営業所のあるタクシー会社で利用できる共通補助券です。
　　　　　　②武石スマイル号利用補助券１万円分（300円券×33枚＋100円券×１枚）
●申し込み●申し込み
　① 警察署または免許センターへ運転免許証を自主返納し、運転経歴証明書の交付を受ける（交付を受ける

には1,000円かかります）。
　② 申請書に必要事項を記入の上、運転経歴証明書の写し、取消通知書の写しを添えて、郵送、または直接

下記窓口へ。
●申請期限●申請期限　運転免許証を返納した日から１年以内

　  管理課　TEL23・5011

お知らせ

市内路線バス

一部ダイヤ・運行期間等が変更になりました
　市内路線バスのダイヤ変更等がありましたのでお知らせします。なお、３月から全戸配布している「上田
市公共交通と暮らしのガイド」の掲載内容も、以下のとおり変更となりますのでご注意ください。

●佐久上田線　時刻表●佐久上田線　時刻表（４月１日改正）

お知らせ

●佐久上田線運休日●佐久上田線運休日　８月13日～８月16日
●傍陽線運休日●傍陽線運休日　12月31日～１月３日
●菅平線季節運行期間●菅平線季節運行期間　12月18日～３月31日
●信州の鎌倉シャトルバス運休日●信州の鎌倉シャトルバス運休日　12月１日～３月31日

　  管理課　TEL23・5011

■下秋和・上田駅⇒小諸・佐久方面
下秋和
車庫 上田駅 大屋北 東御

市役所 小諸駅
佐久総
合病院 勝間

6：20 6：32 6：47 6：55 7：16 8：13 8：17
8：35 8：47 9：02 9：10 9：30 10：21 10：25
11：35 11：47 12：02 12：10 12：30 13：21 13：25
15：00 15：12 15：27 15：35 15：55 16：46 16：50
18：00 18：12 18：27 18：35 18：55 19：49 19：53

■下秋和・上田駅⇒小諸・佐久方面

勝間 佐久総
合病院 小諸駅

東御
市役所 大屋北 上田駅

下秋和
車庫

7：15 7：20 8：18 8：36 8：43 8：58 9：10
9：10 9：15 10：08 10：26 10：33 10：48 11：00
13：15 13：20 14：13 14：31 14：38 14：53 15：05
15：15 15：20 16：13 16：32 16：40 16：55 17：07
17：30 17：35 18：33 18：52 19：00 19：15 19：27
19：00 19：05 19：58 20：16 20：23 20：38 20：50

※上田駅に発着がある便のみ掲載
 ダイヤ変更となった便

広報うえだ　2017.4.1広報うえだ　2017.4.113
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お
知
ら
せ

上
田
城
跡
北
観
光
駐
車
場

特
別
期
間

　

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
等
の
期
間
中
は
特
別
期
間
料
金

と
な
り
ま
す（
７
月
以
降
の
特
別
期
間
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

●
特
別
期
間　

４
月
１
日
㈯
〜
16
日
㈰
、

４
月
29
日（
土
・
祝
）〜
５
月
７
日
㈰

●
特
別
期
間
料
金　

３
時
間
以
内
５
０
０

円
、以
降
１
時
間
ご
と
１
０
０
円
加
算
、

１
日
の
上
限
額
は
１
０
０
０
円

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

寡
婦
・
寡
夫
控
除

「
み
な
し
適
用
」を
実
施

　

４
月
１
日
㈯
よ
り
、
婚
姻
歴
の
な
い
ひ

と
り
親
の
方
に
も
、
税
法
上
の
寡
婦（
夫
）

控
除
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
市
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
を
算
定
し
ま
す
。

制
度
の
適
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
税
法
上
の
控
除
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
対
象
事
業　

保
育
料
、
延
長
保
育
料
、

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
、
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
、
母
子
家
庭

等
日
常
生
活
支
援
事
業
、
子
育
て
短
期

支
援
事
業
、
母
子
生
活
支
援
施
設
入
所

者
負
担
金
、助
産
施
設
入
所
者
負
担
金
、

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業
、
福
祉
医

療
費
給
付
事
業

●
申
し
込
み　

申
請
書
類（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
窓
口
へ（
算
定
の
結

果
、
利
用
料
等
が
変
更
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

就
学
援
助
制
度
の
申
請

　

経
済
的
な
理
由
で
小
・
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
教
育
活
動
に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
学
校

か
ら
配
布
さ
れ
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
に
な

り
、
学
校
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
申
請
世
帯
の
収

入
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

千
曲
川
の
洪
水
情
報

（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）配
信
開
始

　

５
月
１
日
㈪
よ
り
、
千
曲
川
が
氾
濫
す

る
恐
れ
が
あ
る
氾
濫
危
険
水
位（
５
ｍ
）に

到
達
し
た
場
合
や
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合

に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
洪

水
情
報
の
配
信
を
開
始
し
ま
す
。

　

配
信
エ
リ
ア
は
市
全
域
と
な
り
、
自
動

で
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
等
か
ら
の
情
報
に
加
え
、
こ

の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
水
害
の
危

険
性
を
察
知
し
、
自
主
的
な
避
難
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
観
測
所　

生
田
水
位
観
測
所（
上

田
市
生
田
地
先
）

●
注
意
事
項

・
基
地
局
の
関
係
に
よ
り
、
配
信
エ
リ
ア

近
郊
の
方
に
も
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
機
器
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
、

電
波
状
況
が
悪
い
場
合
、
機
内
モ
ー
ド

時
、
通
話
中
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場

合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

・
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
対
応
し
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
防
災
情
報
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
７
８
７
５

　
　

危
機
管
理
防
災
課　

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

土
地
・
家
屋
帳
簿
な
ど
の

縦
覧
・
閲
覧

◇
縦
覧　

納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
を
、
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
３
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈪
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
税
務
課
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

●
対
象　

市
内
に
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）

を
所
有
す
る
納
税
者
、
ま
た
は
代
理
人

●
手
数
料　

無
料

◇
閲
覧　

自
己
の
固
定
資
産（
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
）に
つ
い
て
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項（
価

格
や
課
税
標
準
額
な
ど
）を
閲
覧
し
、

確
認
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
・
借

家
人
な
ど
も
対
象
と
な
る
固
定
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
日
時　

通
年（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

市
役
所
税
務
課
、
各
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー

●
対
象　

固
定
資
産
の
納
税
義
務
者
、
ま

た
は
代
理
人
、
借
地
・
借
家
人
な
ど

●
手
数
料　

３
０
０
円
／
件（
縦
覧
期
間
中

は
無
料
。
写
し
は
１
枚
10
円
で
入
手
可
）

◇
共
通
事
項

●
持
ち
物　

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付

き
証
明
書
）、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
な
ど

※
閲
覧
の
場
合
、
借
地
・
借
家
人
は
賃
貸

　

借
契
約
に
係
る
書
類（
契
約
書
な
ど
）

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

信
州
上
田
の
景
観
１
０
０
選

写
真
集
を
販
売

　

合
併
10
周
年
記
念
事
業「
信
州
上
田
の

景
観
１
０
０
選
」が
写
真
集
に
な
り
ま
し

た
。「
次
代
に
残
し
た
い
、行
っ
て
み
た
い
、

歩
い
て
み
た
い
景
観
」を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
販
売
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜

●
販
売
場
所　

左
記
、
丸
子
建
設
課
、
真

田
建
設
課
、
武
石
産
業
建
設
課

●
規
格　

Ａ
５
縦
判
、
カ
ラ
ー
刷
り

●
販
売
価
格　

１
冊
８
０
０
円

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

お
知
ら
せ

募
集

催
し

講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

オ
ー
プ
ン

●
期
間　

４
月
８
日
㈯
〜
10
月
９
日（
月
・

祝
）の
土
・
日
曜
日
、
祝
日（
５
月
１
日

㈪
・
２
日
㈫
、
７
月
24
日
㈪
〜
８
月
18

日
㈮
は
平
日
も
営
業
）

●
料
金

　

エ
ン
ジ
ン
カ
ー
／
１
周
券
１
０
０
円
、

11
周
券
１
０
０
０
円

　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
／
１
回
１
０
０
円

　

市
民
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
　
（
わ
し
ば
山
荘
）　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
中
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
27
・
９
３
９
６

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

催　

し

２
０
１
７
さ
く
ら
吟
行
会

　

今
年
も「
人
恋
し
」の
加か

や舎
白し

ら

雄お

の
句
に

ち
な
み
、さ
く
ら
吟
行
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
９
日
㈰
午
後
１
時
20
分
〜

（
受
付
午
前
10
時
30
分
〜
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
投
句
料　

当
日
句
・
三
句
一
組
１
０
０
０

円
●
賞　

さ
く
ら
吟
行
会
賞
、
選
者
特
選
賞

等
　

俳
人
加
舎
白
雄
顕
彰
保
存
会
事
務
局

　
　
（
海
野
）　

TEL
36
・
４
０
１
７

　
　
（

交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
余
里
一
里
花
桃
の
里

　

地
元
の
皆
さ
ん
が
世
界
中
で
い
ち
ば

ん
き
れ
い
な
２
週
間
と
自
負
す
る「
余
里

の
一
里
花
桃
の
里
」で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
お
花
見
を
し

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

４
月
29
日（
土
・
祝
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
頃（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
駐
車
場
・
上
余

里
間
の
往
復（
約
９
㎞
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無

料
）

●
持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

（
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）、
弁
当
、
飲
み

物
、
敷
物
、
雨
具
な
ど
。

●
申
し
込
み　

４
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

武
石
観
光
協
会（

産
業
建
設
課
内
）

　
　

TEL
85
・
２
８
２
８

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

①
桜
づ
つ
み
＆
②
長
谷
寺

　

桜
の
花
と
春
の
風
景
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。

●
日
時　

①
４
月
11
日
㈫
、
②
４
月
18
日

㈫
午
前
９
時
30
分
〜
11
時（
受
付
９
時

15
分
〜
）

●
集
合
場
所　

①
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
駐

車
場
、
②
長
谷
寺
駐
車
場

●
参
加
費　

各
５
０
０
円　

●
持
ち
物　

歩
き
や
す
い
服
装
、飲
み
物
、

タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

開
催
日
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

上
田
市
民

健
康
体
力
つ
く
り
の
日

　

毎
週
木
曜
日
に
実
施
し
て
い
る「
上
田

市
民
健
康
体
力
つ
く
り
の
日
」が
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
体
づ
く
り
は
も

ち
ろ
ん
、
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ

ま
す
。

◇
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
・
第
二
体
育
館

●
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

45
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

●
種
目　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
太
極
拳
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
、
腰
痛
健

康
体
操
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

◇
自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
１
時
30
分
〜
）

●
種
目　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ポ
ン
、

健
康
体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

◇
共
通
事
項

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

２
０
０
円
／
回（
保
険
代
含

む
、
別
途
年
会
費
１
０
０
０
円
、
名
札

代
２
０
０
円
）

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内

用
運
動
靴

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

　
（

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

推
進
課
）

ガ
イ
ド
付
き
街
歩
き

　

真さ
な

田だ

昌ま
さ
ゆ
き幸

公
の
叔
父
の
地
元「
矢
沢
氏

の
郷
」を
、
時
代
考
証
家
の
山や

ま

田だ

順じ
ゅ
ん

子こ

氏

の
案
内
で
一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
時　

４
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分（
集
合
８
時
40
分
）

●
集
合
場
所　

良り
ょ
う

泉せ
ん

寺じ（
殿
城
地
区
）

●
内
容　

良
泉
寺
住
職
の
お
話
、
矢
沢
氏

の
城
下
町
・
矢
沢
城
散
策
、
お
花
見（
昼

食
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
小
・
中
学
生

３
０
０
円
、
保
険
代
・
お
に
ぎ
り
代
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
暖
か
い
服
装
、
歩

き
や
す
い
靴
等

●
申
し
込
み　

４
月
６
日
㈭
〜
21
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
信
州
上
田
城
下
町

　
　
（
池
田
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
４
０
３
・
４
０
２
９

　
　
（

観
光
課
）

健康チャレンジ
ポイント対象

健康チャレンジ
ポイント対象

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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真
田
の
郷
！

桜
・
寺
社
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
、
山
家
神
社
や
長

谷
寺
を
め
ぐ
り
、
有
名
な
し
だ
れ
桜
も
堪

能
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

●
日
時　

４
月
18
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
９
時
30
分
〜
）小
雨
決
行

●
集
合
場
所　

山
崎
の
森
駐
車
場（
ゆ
き

む
ら
夢
工
房
の
道
向
か
い
、
当
日
看
板

あ
り
）

●
対
象　

市
民

●
定
員　

先
着
30
名（
参
加
費
無
料
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
帽
子
、
雨
具
な
ど

●
申
し
込
み　

４
月
５
日
㈬
以
降
の
火
曜

日
を
除
く
午
後
２
時
〜
８
時
に
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

健
康
推
進
課
）

春
季
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

●
日
時　

４
月
23
日
㈰
午
前
８
時
〜（
雨

天
決
行
）

●
場
所　

上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ

ル
フ
倶
楽
部

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア

●
部
門　

一
般
・
シ
ニ
ア（
70
歳
未
満
）の

部
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア（
70
歳
以
上
）・

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部（
今
年
の
満
年
齢
）

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
賞
品
・
パ
ー

テ
ィ
ー
代
含
む
）、
別
途
プ
レ
ー
代

９
８
５
０
円（
食
事
・
カ
ー
ト
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈯
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ（
で
き
る
だ
け

４
人
１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）。

　

上
田
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局（
横
山
）

　
　

TEL
・
FAX
26
・
４
５
６
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

第
46
回

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

●
日
時　

５
月
５
日（
金
・
祝
）午
前
９
時

20
分
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園

●
内
容　

鼓
笛
隊
と
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、ブ
ー

メ
ラ
ン
手
裏
剣
、
将
棋
教
室
＆
工
作
、

消
防
1
日
体
験
、
紙
ひ
こ
う
き
＆
ス
ト

ロ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
輪
投
げ
と
こ
い
の

ぼ
り
作
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
剣
道

体
験
教
室
な
ど

●
参
加
費　

無
料

●
詳
細　

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式T

w
itter

（@
kodom

om
atsuri

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
斎
藤
）

　
　

shiro_@
nifty.com

　
　

生
涯
学
習
・
文
化
財
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
０

第
29
回
上
田
文
芸
祭

わ
が
故
郷
に
文
化
は
薫
る

　

市
内
文
化
芸
術
団
体
が
日
頃
の
活
動
を

発
表
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
３
日（
水
・
祝
）・
４
日（
木
・

祝
）展
示
部
門
／
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
舞
台
部
門（
４
日
の
み
）／
午
前
11

時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

●
入
場
料　

５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無

料
）

　

上
田
市
文
化
芸
術
協
会（
市
川
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
６
１
３
・
８
８
５
８

　
　
（

交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

武
石
花
ま
つ
り
×
子
ど
も
祭
り

　
「
子
ど
も
と
大
人
が
と
も
に
楽
し
む
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

４
月
29
日（
土
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
場
所　

大
宮
諏
訪
神
社（
武
石
公
園
周

辺
）

●
内
容　

新
古
珍
変
!?
鴇と

き

田た

章あ
き
ら

氏（
ル
ー

ズ
ソ
ッ
ク
ス
開
発
者
）と
作
り
上
げ

る
子
ど
も
と
大
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
お
ば
け
屋
敷
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ミ
ニ
笑
点
な
ど

　

花
祭
り
実
行
委
員
会（
柳
沢
）

　
　

TEL
０
９
０
・
５
７
９
０
・
４
５
０
８

　
　

武
石
児
童
館　

TEL
85
・
２
８
２
６

　
　
（

地
域
振
興
課
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集

健康チャレンジ
ポイント対象
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う
つ
く
し
の
湯

花
桃
色
の
落
語
会

　

春し
ゅ
ん

風ぷ
う

亭て
い

柳り
ゅ
う

若じ
ゃ
く

さ
ん
に
よ
る
落
語
会
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈯
午
後
５
時
〜

●
場
所　

武
石
温
泉
う
つ
く
し
の
湯

●
参
加
費　

無
料（
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
代

１
０
０
円
、
入
館
料
別
途
）

　

う
つ
く
し
の
湯　

TEL
85
・
３
９
０
０

　
　
（

産
業
建
設
課
）

第
12
回

春
季
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

●
日
時　

４
月
30
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

（
受
付
８
時
〜
）

●
場
所　

真
田
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
部
門　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

●
定
員　

先
着
各
12
組

●
参
加
費　

１
５
０
０
円
／
人

●
申
し
込
み　

４
月
５
日
㈬
〜
17
日
㈪
の

火
曜
日
を
除
く
午
後
２
時
〜
８
時
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

地
域
教
育
事
務
所
）

講
座
・
教
室

甲
乙
共
通
課
程

防
火
管
理
講
習

　

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
、
ま
た

は
居
住
す
る
建
物（
防
火
対
象
物
）の
所
有

者
、
経
営
者
等
は
建
物
の
用
途
、
規
模
お

よ
び
収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火
管
理
者
を

選
任
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
実

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

防
火
管
理
者
の
資
格
を
付
与
す
る
甲
種

防
火
管
理
者
新
規
講
習（
２
日
間
）、
乙
種

防
火
管
理
講
習（
１
日
間
）を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
対
象　

防
火
管
理
者
資
格
の
取
得
を
希

望
す
る
方

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
受
講
料　

甲
種
／
４
０
０
０
円
、
乙
種

／
３
０
０
０
円（
上
田
地
域
防
火
協
会

会
員
は
半
額
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
左
記
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
依

田
窪
南
部
・
東
御
消
防
署
の
各
署
受
付

窓
口
へ（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

　

消
防
予
防
課　

TEL
26･

０
０
２
９

お 知 ら せ

４月14日㈮スタート！
上田ロケの金曜ドラマ『リバース』が放送開始
　上田ロケ最新作となる金曜夜の連続ドラマ『リ
バース』が、この春スタートします。２月中旬に
一週間かけて行われたロケでは、延べ30名のエ
キストラが参加し、また、菅平高原での撮影では、
地元消防団の皆さんにも協力いただきました。
　第１話からほぼ毎週、上田でのロケシーンが
登場しますので、皆さんぜひご覧ください。
放送局  SBC信越放送（TBS系列）
放送日時  ４月14日を初回とする毎週金曜日
 22：00～（予定）
原　作  湊

みなと

かなえ
出　演  藤

ふじわら

原竜
たつ

也
や

、戸
と だ

田恵
え

梨
り

香
か

、玉
たま

森
もり

裕
ゆう

太
た

（Kis-My-Ft2）、小
こ

池
いけ

徹
てっ

平
ぺい

、三
み

浦
うら

貴
たかひろ

大、
門
かどわき

脇麦
むぎ

、市
いちはら

原隼
はや

人
と

ほか
市内ロケ地  西上田駅、丸子農産物直売加工セン

ター「あさつゆ」、菅平高原グランヴィ
リオゴルフ場、県道182号線沿い、風
香、キミック、いたこ庵ほか

撮　影 　平成29年２月

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）
　　TEL23・5408

殿城での撮影風景

あさつゆでの撮影風景
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笑
い
の
ヨ
ガ
講
座

〜
笑
顔
の
チ
カ
ラ
〜

　

イ
ラ
イ
ラ
が
募
っ
て
し
ま
う
方
、
笑
顔

で
い
き
い
き
過
ご
し
た
い
方
、
仲
間
と
つ

な
が
り
た
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

●
日
時　

５
月
８
日
㈪
午
後
１
時
〜
２
時

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
内
容　

有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
た
笑

い
の
ヨ
ガ

●
講
師　

佐さ

藤と
う

志し

ほ穂
氏（
認
定
ラ
フ
タ
ー

ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

●
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
11
日
㈫
〜
５
月
２
日

㈫
に
、電
話
、ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

丸
子
弓
道
教
室（
全
20
回
）

　

初
心
者
か
ら
も
う
一
度
始
め
た
い
方
ま

で
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

４
月
16
日
㈰
〜
６
月
23
日
㈮
の

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

（
開
校
式
は
４
月
16
日
㈰
午
後
１
時
〜
）

●
場
所　

丸
子
弓
道
場（
丸
子
公
園
内
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
中
学
生

３
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

４
月
４
日
㈫
〜
８
日
㈯

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
弓
道
会（
滝
澤
）

　
　

TEL
44
・
２
４
３
６

　
　
（

地
域
教
育
事
務
所
）

新
規
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

今
、
人
気
の
あ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
一

か
ら
指
導
し
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館
ほ

か（
要
問
合
せ
）

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
参
加
費　

４
５
０
円
／
回（
初
回
の
み

５
０
０
円
）　

●
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

随
時
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
サ
ロ
ン

わ
く
わ
く
ボ
ッ
チ
ャ
教
室

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種
目「
ボ
ッ

チ
ャ
」を
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
楽
し
め

る
よ
う
に
ル
ー
ル
な
ど
を
工
夫
し
て
実
施

し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

岡お
か

田だ

佳か

澄す
み

氏（
身
体
教
育
医
学

研
究
所
指
導
主
任
）

●
対
象　

東
信
地
域
在
住
の
障
が
い
の
あ

る
方
と
家
族
、
支
援
者
の
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

上
小
地
域
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

ウ
イ
ン
グ　

TEL
28
・
５
５
２
２

　
　
（

障
が
い
者
支
援
課
）

種
か
ら
育
て
る

花
づ
く
り
講
習
会

●
日
時　

４
月
28
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
憩
い
の
広
場

（
招
魂
社
東
側
）

●
内
容　

春
ま
き
の
草
花
の
種
ま
き
の
ポ

イ
ン
ト
・
育
て
方
の
講
義
と
実
践

●
講
師　

武た
け

田だ

正ま
さ

男お

氏（
元
農
業
バ
イ
オ

セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

種
ま
き
用
プ
ラ
ン
タ
ー
、
土

（
培
養
土
な
ど
）、
花
の
種（
持
参
、
ま

た
は
事
前
に「
花
の
種
銀
行
」を
利
用
）、

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

４
月
27
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

太
極
拳
教
室
体
験
会

　

初
心
者
大
歓
迎
！
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体

を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
円
を
描

く
よ
う
に
動
き
ま
す
。
深
い
呼
吸
を
大
事

に
し
た
太
極
拳
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

４
月
28
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

あ
い
そ
め
の
湯

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈪
以
降
の
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
電
話
で
左

記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

は
じ
め
て
太
極
拳（
全
５
回
）

　

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。
年
齢
問
わ

ず
続
け
ら
れ
る
太
極
拳
で
す
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
動
き
の
魅
力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
17
・
24
・
31
日
、
６
月

14
・
21
日
の
水
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時

20
分（
全
５
回
）

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

入に
ゅ
う

谷や

靖や
す

明あ
き

氏（
日
本
武
術
太
極

拳
連
盟
公
認
Ｂ
級
指
導
員
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
定
員　

先
着
12
名（
受
講
料
無
料
）

●
持
ち
物　

運
動
着
、
室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈮
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

太
極
拳
グ
ル
ー
プ
水
曜
会（
市
川
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
０
５
２
・
４
９
２
１

　
　
（
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集

や
る
な
ら
今
、

運
動
能
力
ア
ッ
プ
体
験
教
室

　

走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
、
マ
ッ
ト
運
動

な
ど
に
よ
り
運
動
能
力
や
基
礎
体
力
を
養

い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
対
象　

年
中
児
〜
小
学
３
年
生

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
）

●
持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

●
申
し
込
み　

４
月
５
日
㈬
以
降
の
火
曜

日
を
除
く
午
後
２
時
〜
８
時
に
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

地
域
教
育
事
務
所
）

親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

　

体
操
、走
る
、跳
ね
る
、バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
運

動
機
能
を
身
に
付
け
ま
す
。

●
日
時　

４
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

神
川
小
学
校
体
育
館

●
対
象　

年
少
〜
年
長
児（
要
保
護
者
同

伴
）

●
参
加
費　

子
ど
も
一
人
５
０
０
円

●
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物
・
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

開
催
日
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

お 知 ら せ

ミニSLほかイベント多数　第23回丸窓まつり
　いろいろな企画があります。ぜひ家族でお越しください。
日　時 　４月23日㈰10：00～15：00
場　所 　下之郷駅車庫（下之郷駅隣）
内　容 　ミニSL、5200系ステンレスカーの展示、運転席

での記念撮影、プラレール広場で遊ぼう！ 鉄道
資料館の開放、臨時列車運行など

丸窓まつり限定１日フリー切符発売
発売場所 　上田駅、下之郷駅、別所温泉駅
　　　　　４月23日㈰のみの発売（9：00～17：00）
料　金 　1,000円
　　　　　（通常1,180円。小学生以下は無料。当日のみ）
注　意 　会場には駐車場がありませんので、車でお越し

の方は、大学前駅、中野駅、舞田駅のパーク＆
ライド駐車場をご利用ください。開催内容が変
更となる場合があります。詳しくは下記へ問い
合わせいただくか、「上田電鉄ホームページ」を
ご覧ください。

　上田電鉄運輸部
　　TEL39・7117
　　（平日9：00～17：00）
　　（  管理課）
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赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

救
急
員
養
成
講
習

　

救
急
法
基
礎
講
習（
①
）と
救
急
員
養
成

講
習（
②
）の
両
方
を
受
講
す
る
と
日
赤
救

急
法
救
急
員
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

①
５
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
２
時
30
分
、
②
５
月
13
日
㈯
・
14
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

①
満
15
歳
以
上
の
方
、
②
救
急

法
基
礎
講
習（
①
）を
修
了
し
て
い
る
方

●
定
員　

先
着
各
30
名

●
受
講
料　

①
１
５
０
０
円（
教
材
費
、
消

耗
品
、
保
険
代
等
含
む
）、
②
１
７
０
０

円（
教
材
費
、
消
耗
品
、
保
険
代
等
含
む
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
実
技
が
で
き
る

服
装

●
申
し
込
み　

４
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
日

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ（
前
記
に
よ
り
申
し
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
電
話
で
左
記
へ
）。

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

　
　
　
　
　
　
　

FAX
24
・
９
４
２
３

　
　

fukusi@
city.ueda.nagano.jp

募　

集

よ
い
歯
を
お
持
ち
の
方

大
募
集
！

　

県
お
よ
び
県
歯
科
医
師
会
で
は「
親
と

子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
に
、
３
歳
児
健
康
診
査

を
受
け
た
幼
児
と
そ
の
保
護
者（
母
親

ま
た
は
父
親
）で
、
親
子
と
も
に
健
康

な
歯
を
お
持
ち
の
方

●
申
し
込
み　

５
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
市
役
所
健
康
推
進
課
へ
。

　
　

TEL 

23
・
８
２
４
４

　

長
野
県
保
健
・
疾
病
対
策
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
４
１

　
　
（

健
康
推
進
課
）

花
と
庭
づ
く
り
教
室

三
中
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

第
三
中
学
校
の
校
庭
に
花
壇
を
設
け
、

花
を
育
て
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
カ
ラ
フ

ル
な
花
が
心
を
癒
し
て
く
れ
る
と
生
徒
に

好
評
で
し
た
。
中
学
生
と
一
緒
に
作
業
し

な
が
ら
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
学
校
支
援
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
期
間　

６
〜
12
月（
第
１
回
講
座
は
５

月
25
日
㈭
）

●
時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
頃

●
場
所　

第
三
中
学
校
花
壇

●
内
容　

講
座
・
作
業
各
４
回
程
度
。
そ

の
他
、
視
察
・
茶
話
会
等
を
予
定
。

●
講
師　

後ご

藤と
う

正ま
さ
な
お直

氏（
㈲
藤
本
エ
ク
ス

テ
リ
ア
代
表
取
締
役
。
樹
木
医
）

●
講
師
補
助　

酒さ
か

井い

ひ
ろ
子こ

氏（
㈱
サ
カ

イ
。
一
級
造
園
施
工
管
理
技
士
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
受
講
料
無
料
）

●
申
し
込
み　

随
時
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

美
ヶ
原
高
原

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

美
ヶ
原
高
原
や
そ
の
周
辺
地
域
の
自
然

や
特
徴
を
紹
介
し
た
り
、
美
化
清
掃
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
期
間　

５
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

●
対
象　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
期
間
中

５
日
以
上
活
動
が
で
き
る
方
。

●
養
成
講
座　

５
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時（
会
場
／
美
ヶ
原
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
）

●
申
し
込
み　

５
月
10
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局

　
　
（
松
本
市
観
光
温
泉
課
内
）

　
　

TEL
０
２
６
３
・
34
・
８
３
０
７

　
　
（

産
業
建
設
課
）

消
防
団
音
楽
隊
員
募
集

　

気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
時　

毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

●
場
所　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
18

歳
以
上
の
方

　

上
田
市
消
防
団

　
　

事
務
局

　
　
（

消
防

　
　
　
　
総
務
課
内
）

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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わがまち魅力アップ
応援事業を紹介する
コーナーです。

　

矢
沢
城
跡
周
辺
を
整
備
し
て
で
き
た
矢
沢
公
園
は
、
殿
城
山
の

尾
根
の
先
端
に
あ
た
る
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
南
に
ロ
ー
マ
ン

橋
、西
に
砥
石
米
山
城
跡
を
望
め
る
見
晴
ら
し
の
い
い
場
所
で
す
。

豊
殿
地
域
や
周
辺
地
域
の
園
児
や
小
学
生
が
遠
足
な
ど
に
訪
れ
、

地
元
で
は「
城
山
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
が
咲
き
誇
る
桜
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
桜
が
咲
く
時
期
に
は
、
多
く
の
見
物
客
や
露
店
な
ど
で
賑に

ぎ

わ

い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
時
代
の
変
化
に
伴
い
来
客
も
減
少
し
、

今
で
は
矢
沢
地
区
の
春
祭
り
と
し
て
伝
承
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　
「
矢
沢
城
跡
さ
く
ら
会
」は
、
こ
の
矢
沢
公
園
の
桜
を
も
う
一
度

世
に
出
し
て
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
地
元
の
矢

沢
公
園
整
備
委
員
会
を
中
心
と
し
た
約
15
名
に
よ
り
平
成
27
年
に

発
足
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
８
日
㈯
か
ら
23
日
㈰
に
開
催
す
る「
第

１
回
矢
沢
城
跡
さ
く
ら
祭
り
」に
向
け
た
準
備
と
案
内
看
板
の
設

置
や
駐
車
場
整
備
な
ど
来
場
者
の
た
め
の
公
園
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
祭
り
は
矢
沢
自
治

会
と
協
力
し
、期
間
中
に
は
、

L
E
D
ラ
イ
ト
に
よ
り
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
桜
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
さ
く
ら
茶
つ

く
り
講
習
会
や
、

16
日
㈰
に
は
子
ど

も
相
撲
大
会
な
ど

の
催
し
も
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

会
の
事
務
局
長

を
務
め
る
古
平
さ

ん
は
、「
矢
沢
公
園

は
極
め
て
眺
望
が

よ
く
、
桜
の
咲
い

て
い
る
時
期
は
本

当
に
最
高
な
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
来

て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
、「
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
か
つ
て
の
賑に

ぎ

わ
い
が
戻
っ

て
く
る
と
良
い
で
す
ね
」と
続
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
よ

る
情
報
発
信
な
ど
の
事
業
の
積
み
重
ね
も
心
に
描
き
な
が
ら
、
来

年
以
降
の
さ
く
ら
祭
り
の
発
展
に
期
待
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

「
城
山
」の
桜
を
も
う
一
度
世
に

矢沢城跡さくら会

〈事業の説明〉
「矢沢城跡さくら会」で
は、平成28年度からわ
がまち魅力アップ応援
事業の採択を受け、「矢
沢城跡さくら祭り」の開
催と矢沢公園の整備を
進め、かつての桜の
名所の復活を目指しま
す。

事
務
局
長　

古こ

平だ
い
ら

敏と
し

幸ゆ
き

さ
ん
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市立博物館 TEL22・1274
※水曜日休館

川西・塩田方面に真田氏関連史跡を訪ねて
　川西・塩田方面にある真田氏に関連する史跡などをバス
で巡ります。
日　時 　４月19日㈬13：00～17：00（予定）
集合場所 　上田駅温泉口
見学場所 　小山田氏屋敷跡、前

ぜん

松
しょう

寺
じ

と室賀氏の墓、
　　　　　龍

りゅう

昌
しょう

院
いん

・生島足島神社など
対　象 　社会人
定　員 　先着25名
参加費 　800円（テキスト代、保険料）
申し込み 　４月10日㈪～13日㈭に、電話で。

信濃国分寺資料館 TEL27・8706
※水曜日休館

万葉植物園育成ボランティア会員募集
　万葉集に登場する多くの植物が楽しめる「万葉植物園」の
育成管理を行うボランティア会員を募集します。
日　時 　月２回（木・土曜日）9：30～11：00
場　所 　万葉植物園（信濃国分寺跡史跡公園内）
内　容 　万葉植物園の植栽・除草などの軽作業
　　　　　万葉集にちなんだ現地学習（10月下旬）
　　　　　万葉集にちなんだ講座（12月～平成30年３月）
申し込み 　４月７日㈮～15日㈯に、電話で。

信州
国際音楽村 TEL42・3436

信州国際音楽村５月オペラ「椿姫」（全幕・原語上演）
【信州国際音楽村開村30周年記念事業】【信州国際音楽村開村30周年記念事業】　
　オペラ「椿姫」を原語（イタリア語）上演します。出演は第
一線で活躍するオペラ歌手を中心に、公募による地域の愛
好家の合唱団も出演します。
　美しいオペラの舞台を木造ホールでゆっくりお楽しみく
ださい。 
日　時 　５月14日㈰14：00～　　
出　演 　ソリスト ヴィオレッタ／盛

もり

田
た

麻
ま

央
お

氏
 　　　　　　ロドルフォ／岡

おかもと

本泰
やす

寛
ひろ

氏　ほか
　　　　　合唱／地域の愛好家の皆さん
料　金 　4,000円（高校生以下1,000円）
申し込み 　事前に、電話で。

信州ルネッサンス2017出展者・イベント参加者募集
【信州国際音楽村開村30周年記念事業】【信州国際音楽村開村30周年記念事業】

　開村記念イベントとして毎年開催している「信州ルネッ
サンス」が今年で30回目を迎えます。感謝の気持ちを込め、
地域の皆さんと一緒に作るお祭りを、盛り上げる個人や団
体を募集します。
◇楽市マルシェ出展者募集
日　時 　６月３日㈯10：00～17：00（予定）
場　所 　信州国際音楽村、特設会場（屋外、屋内）
　　　　　※実行委員会で指定の場所を案内します。
参加資格 　市内在住、または県内での活動を中心としてい

る各種団体、グループの皆さん
募集内容 　物販（手作り雑貨や手芸品等。飲食物は除く）
 作品展示（自作の作品展示・販売など）
 ワークショップ（ 作品制作やダンス、ヨガ、読

み聞かせなど）
申し込み 　５月20日㈯までに、電話で。
 （定数を超えた場合は選考により決定）
◇パフォーマンスステージ参加者募集
　特設ステージでパフォーマンスを披露する方を募集しま
す。
日　時 　６月３日㈯11：00～17：00（予定）
場　所 　信州国際音楽村特設ステージ
参加資格 　市内在住の方、または県内での活動を中心とし

ている各種団体
対　象 　音楽、ダンス、舞踊等ジャンル不問（プロ、ア

マチュア、年齢不問）
持ち時間 　１団体最大30分（出入り、セッティング等を含

む。出演順は事務局で調整します）
定　員 　先着10組
申し込み 　４月10日㈪以降、電話で。

上田図書館 TEL22・0880
※月曜日休館

おはなしと本の会
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊び。
◇上田図書館
日　時 　４月８日㈯10：30～
◇上田創造館分室
日　時 　４月22日㈯未就園児／10：30～
　　　　　　　　　　園児・児童／11：00～



施設イベント
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マルチメディア
情報センター TEL39・1000

※水曜日休館

Illustrator超入門 イラスト編
　ドロー系グラフィックソフトIllustratorを初めて使う方
のための講座です。基本的な操作を学び、簡単なイラスト
を描きます。
日　時 　４月23日㈰13：30～16：00
対　象 　キーボード・マウス操作ができる方
受講料 　1,500円
定　員 　先着20名（最少催行人数５名。 要事前申込）
申し込み 　４月２日㈰～22日㈯に、電話で。

十勇士パソコンクラブ（平成29年度）参加者募集
　子どもから大人まで「つくる人になろう！」
　マイコン「IchigoJam」のBASICプログラミング、電子工
作やプログラム作品づくりなど、初心者～経験者まで個別
に学習します。いつでも都合のつく日に来てください。
◇土曜の回
日　時 　４月15日、５月13日、６月10日、７月15日、

８月19日、９月16日の土曜日13：00～15：00
場　所 　マルチメディア情報センター
◇火曜の回
日　時 　４月25日、５月23日、６月20日、７月25日、

８月29日、９月26日の火曜日18：00～20：00
場　所 　まちなかキャンパスうえだ
 （中央２-５-10丸陽ビル１階）
◇共通事項
対　象 　どなたでも（小学４年生以上）
参加費 　500円／回
講　師 　マルチメディア情報センター職員
アシスタント協力 　長野県工科短期大学校
申し込み 　不要（自由参加形式）
※初回参加時に会員登録が必要
　（氏名・性別・住所・電話番号・学校・学年などをお聞きします）。

丸子図書館 TEL42・2414
※月曜日休館

おはなし会
　おはなしボランティアの大

おおもり

森美
み わ

和さんによる大型絵本の
読み聞かせなどを予定してます。お楽しみください。
日　時 　４月15日㈯10：30分～

上田情報
ライブラリー TEL29・0210

※火曜日休館

パソコン教室「ネット＆カフェ inライブラリー」
　ワード・エクセル・インターネットの基礎を学び、レベル
に合わせて個別にサポートします。ご自身のノートパソコ
ンの持ち込みも可能です。
日　時 　毎月第４月曜日（12月は第３月曜日）
 　13：30～15：45
定　員 　先着20名
参加費 　1,000円／回（お茶代を含む）
　　　　　教材費1,000円（初回のみ）
申し込み 　各月の１日以降に、電話で。

人生の主人公になろう！
～「こころ」と頭の実用セミナー～
　大事なことを気持ちよくできるようになるための、実用
的な技術を楽しく身につける参加型セミナーです。 
日　時 　４月26日㈬18：30～20：10
内　容 　「こころ」が喜ぶ大人の勉強法
 　～頭をパワーアップする技法
　　　　　　（発想・整理・探究・伝達）を習得しよう～
講　師 　中

なかざわ

澤武
たけし

氏（早稲田大学講師[哲学]）
対　象 　生活のバランスを取りたい方、日常生活の主体

性を高めたい方、時間を上手に使いたい方
定　員 　先着20名
参加費 　500円（資料代）
持ち物 　筆記具、カラーペン（持っている方）
申し込み 　４月７日㈮以降、電話で。

「民話子ども語り手養成講座」参加者募集！
　次代の子どもたちに上田の民話の語り手になってもらう
ための講座です。
　「民話塾スマイルキッズたんぽぽ」の名称で活動中です。
仲間になって一緒に民話を語りましょう。
日　時 　原則毎月第２・４日曜日13：30～15：30
　　　　　（年間約24日間）
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　稲

いながき

垣勇
ゆういち

一氏（塩田平民話研究所所長、読書アド
バイザー、絵本講師）

対　象 　昔話・民話・絵本・物語に興味がある小学生
定　員 　先着10名
参加費 　年間1,000円
申し込み 　４月５日㈬以降、電話で。

あかちゃんと楽しむえほんの会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生たちによるお
はなし会です。図書館のカードを持ってご参加ください。
日　時 　４月16日㈰10：30～11：00



サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300 火曜日休館

※最新の情報はホームページをご覧ください。

https://www.santomyuze.com/

表紙説明

依田川 「鯉のぼり」と桜の共演
　毎年４月上旬から５月上旬にかけて、依田川丸子橋付近では、約100メートルの川幅いっぱいに、こいの
ぼりが春風を受けて元気よく泳ぎます。こいのぼりは、家庭で使われなくなったものを譲り受け、地元自
治会・上田市商工会・丸子地域自治センターの３者が力を合わせて掲げています。
　また、４月中旬には堤防沿いの約500メートルの桜並木が見ごろを迎え、こいのぼりとともに依田川を彩
ります。

※Ｕ-25半額チケットは、購入時に公演当日25歳以下であることの証明書類を提示の上、サントミューゼ窓口でのみ購入可。

子どもは天才講座
受講者募集
　毎月１回、季節や生活にまつわる身近なテーマで、楽し
く描いたりつくったりします。
　子どもたちの豊かな感性や表現力を育むとともに、アー
トを通して子どもと関わり、子どもを深く知ろうという講
座です。
日　時 　４月～平成30年２月の原則毎月第３土曜日
　　　　　10：00～12：00（全11回）
場　所 　子どもアトリエ
講　師 　山

やまざき

崎英
ひで

樹
き

氏
初　回 　４月22日㈯／
　　　　　５月の空に泳ぐ大きなこいのぼりをつくろう
対　象 　２歳以上の未就学児と保護者
受講料 　年間3,000円（材料費含む）
定　員 　25組（応募多数時は抽選）
申し込み 　４月10日㈪までに、往復はがきで、往信用裏面

に子ども氏名、年齢、保護者氏名、電話番号を、
返信面にご自分の住所を記入の上、市立美術館
へ（必着）。対象となる兄弟姉妹も同時に応募可
能です。

子ども
アトリエ

生誕140年吉
よ し

田
だ

博
ひろし

展
期　間 　４月29日（土・祝）～６月18日㈰
時　間 　9：00～17：00（最終入場16：30）
観覧料 　1,000円（前売券800円。高校・大学生600円、
 小・中学生400円）
　　　　　※高校・大学生、小・中学生は前売券なし
◇記念講演会　
日　時 　４月29日（土・祝）13：30～15：00
場　所 　多目的ルーム
演　題 　山と水の画家、吉田博－その人と芸術
講　師 　安

やすなが

永幸
こういち

一氏
　　　　　（福岡市文化政策アドバイザー・元福岡市美術館

副館長）
定　員 　先着80名
参加費 　無料
申し込み 　４月15日㈯
　　　　　～22日㈯に
　　　　　電話で。

美術館

ナイトミュージアム
　開館時間を21：00まで延長し、イベントを開催
します。
◇上田全天氣候展－白

しら

井
い

ゆみ枝
え

のお話会－
日　時 　４月14日㈮19：00～
場　所 　市立美術館２階企画展示室
料　金 　800円（高校・大学生500円、小・中学生300円）

美術館

ワンコインマチネVol.12 

福
ふ く か わ

川伸
の ぶ

陽
あ き

（ホルン）（ピアノ：須す 藤どう千ち 晴はる）
日　時 　４月24日㈪
　　　　　11：30～12：15
　　　　　（開場11：00）
場　所 　小ホール
料　金 　500円（全席指定、未就

学児入場不可）
チケット販売 　Webまたは窓口へ。
　　　　　（発売中）

劇場
ホール
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《帆船 朝 瀬戸内海集》
 1926（大正15）年
 木版・紙／個人蔵



行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報シティプロモーション課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

行政チ ネルをご覧くださ

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます
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　上田市産学官連携支援施設（AREC）は、地域の企業と行
政、大学等の連携により設立し、産学官連携支援のトップ
ランナーとして、地域の産業振興をけん引してきました。
　15年の区切りを迎えましたが、昨年７月に発足した東信
州10市町村による「東信州次世代産業振興協議会」の推進を
はじめ、ものづくりの総合的発展に向け、ますます力を発
揮していただきたいと思っております。
　 市としても、
ARECを中心に関
係機関と連携し、
地域の更なる発展
のため努めてまい
ります。

「NHK大河ドラマ
『日本一の兵　眞田幸村公』
放映の実現を願う会」　解散式

　地域の学校支援ボランティアの方に協力いただいている
特別支援学級や、デジタル教科書を活用した算数の授業、
本校の特色である「みがきタイム」（身体みがき・音読・計算）
の様子を参観しました。
　２年生とは一緒においしい給食を食べながら、子どもた
ちとの交流も図り、元気をもらってきました。
　今後も機会を捉え、学校の生の様子を自ら確認し、教育
委員会と連携を図りながら、上田の未来を築く子どもたち
の健やかな育成に
取り組んでまいり
ます。

２月15日㈬

西小学校を訪問

　本会は平成21年から活動を開始し、全国から83万9,069
人分の署名を集め、NHKへ７回も要望を行うなど、大河ド
ラマの放送実現に向けて大きな力を発揮されました。
　解散式は、市民や関係者約200人が集まる中、盛大に開
催され、私も初代会長として参加しました。また、長野県
知事から会に対して、感謝状も贈呈されました。
　「真田丸」がもたらした大きな効果を持続させるべく、今
後は首都圏へのPRやインバウンドの取組に、より一層力を
入れてまいりま
す。

２月25日㈯

　２月に山形県最上町で開催された「全国中学校スキー大
会」男子回転で見事３位に輝いた、菅平中３年の三

み

原
はら

樹
たつき

選
手へ市長表彰を贈呈しました。
　三原選手は、「ジュニアオリンピック大会（３月末開催）
では金メダルを狙いたい」と、次の目標を見据えており、
頼もしく感じました。私からは「素晴らしい成績を収めら
れ、嬉

うれ

しい。次なる舞台でも頑張って」と激励しました。
　今後も更

さら

に技に
磨きをかけ、ます
ますの活躍を期待
しています。

２月28日㈫

市長表彰を贈呈

３月３日㈮

AREC設立15周年記念式典

左から　菅平中学校校長・名取先生、市長
　　　　三原選手、アルペン部顧問・池田先生



まちの話題

　地域と一体となった食育活動の一環として、依田窪南部
中学校の生徒約30人が、生活改善グループ会員の指導の下、
農産加工場で味噌作りを体験しました。生徒たちは、つぶし
た大豆と塩麹

こうじ

に豆の煮汁を加えてよく混ぜ合わせ、できた味
噌玉を樽

たる

に入れる作業を行いました。
　参加した生徒は「なかなかできない経験。食事のときは今
日の体験を思い出し、大切に食べたい」と話していました。
仕込んだ味噌100㎏は、11月ごろ給食で味わう予定です。

真田

丸子

そりって楽しい！
西内保育園・ちぐさ幼稚園そり遊び
　西内保育園南側にある緩い斜面で、西内保育園とちぐ
さ幼稚園の園児が、一緒に「そり遊び」を楽しみました。
　園児たちは、最初はおっかなびっくりでゆっくりと
滑っていましたが、次第に慣れてくるとスピードに乗っ
て満面の笑顔で颯

さっそう

爽と滑り下りていました。

２月10日㈮

　今年、結成20周年を迎えるダンスカンパニー「セレノグラフィカ」
の公演がサントミューゼで開催されました。
　ダンサーの隅

すみ

地
じ

茉
ま

歩
ほ

さんと阿
あ

比
び

留
る

修
しゅう

一
いち

さんは、平成27年以降にた
びたび市内へ訪れ、ダンスのワークショップや市民参加型の公演、学
校などへのアウトリーチ活動に携わっています。今回は約一か月間市
内に滞在して、この公演のための作品を創作されました。
　観客は、二人の繊細な動きから表現される舞台の魅力を肌で感じて
いる様子でした。

セレノグラフィカダンス公演
「とこしえに」 ２月18日㈯、19日㈰ 上田

生徒の手による味
み そ

噌作り
依田窪南部中学校の食育活動

２月18日㈯

かわいらしいおひなさまができました！
親子かるがもひろば「おひなさまづくり」

２月10日㈮

　未就園児と保護者を対象に、真田中央公民館で毎月開催
している「親子かるがもひろば」で、桃の節句を前におひな
さまづくりが行われました。
　顔と耳は繭

まゆ

、正
しょう

絹
けん

の布と和紙を使った着物の裾には真
さな

田
だ

紐
ひも

を使用し、着物の柄や和紙の色などは各自が選びました。
着物の合わせをきれいに出したり、耳を付けるのが難しかっ
たようですが、かわいらしいオリジナルのおひなさまがで
きあがり、みんな満足そうでした。

武石
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まちの話題

　４月16日㈰まで市立美術館で開催中の「上田全天氣候展」
関連イベントに、親子連れなどが参加しました。
　参加者は「サントミューゼの森」に思いを巡らせ、滝や花
などの自然物のほか、妖精やお化けなどを想像し、講師の

白井さんとともに
窓ガラスいっぱい
に絵の具で描いて
いきました。
　子どもたちは、
「自分の思いを大
きく描けて良かっ
た」、「初めて窓に
絵を描いて緊張し
た」などと、感想を
抱いていました。

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

白井ゆみ枝「上田全天氣候展」関連イベント
みんなで描こう　サントミューゼの森にいらっしゃい

２月26日㈰

美しい花と音楽のハーモニー
假屋崎省吾「花とピアノ」
～ワールドトラベラー碓井俊樹と共に～
　丸子文化会館セレスホールにおいて、華道家 假

かり

屋
や

崎
ざき

省
しょう

吾
ご

さ
んによるトーク＆フラワーパフォーマンスの公演が開催されま
した。
　海外でも活躍中のピアニスト 碓

うす

井
い

俊
とし

樹
き

さんの演奏に合わせ、
作品を創りあげる様子は「美を紡ぎだす手を持つ人」と評される
にふさわしく、軽快で楽しいトークとともに観客の皆さんを惹

ひ

き付けていました。

３月12日㈰

結婚～子育て応援サイト「うえだ家族」
オープン記念イベント
「うえだ家族会議 vol.1」
　結婚から子育ての情報を集めたサイト「うえだ家族」の
オープン記念イベントがH

ハ ナ ラ ボ

anaLab.U
ウ ン ノ

NNOで開催され、市
内で子育てをしながら活躍している王

おう

鷲
わし

美
み ほ

穂さん（おう
ち料理研究家）と直

なお

井
い

恵
めぐみ

さん（デザイナー）をゲストに迎
えたトークイベントのほか、サイトの活用例が紹介され
ました。
　参加した母親は、「かわいくて見るのが楽しみになる
サイト」、「サイト制作のワークショップに参加したが、
その時の意見がよく反映されている」と話していました。

２月22日㈬

上田

　上田地域広域連合消防本部・千曲坂城消防本部の消防士、
県警察本部機動隊、上田警察署員が水難事故を想定した潜水
士合同訓練をアクアプラザ上田で実施しました。
　訓練では、基本泳法を確認した後、空気ボンベなどの器具
を装着して「潜水訓練」や、ロープを持った潜水士が一列につ
ながり半円の範囲を検索する「半円検索訓練」を行いました。
　上田広域消防本部では、現在６名の潜水士が水難救助隊と
して災害対応に従事しています。

２月23日㈭

丸子

技術向上と災害救助の連携強化のために
消防士・警察官　潜水士合同訓練

上田

丸子

上田
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,064人　男：77,896人　女：81,168人　世帯数：66,777世帯市の人口（平成29年３月１日現在）

①新田公園の桜並木（上田）
②独鈷山千本桜（平井）
③大布施の彼岸桜（武石上本入）
④七ヶ公民館のしだれ桜（下武石）
⑤上田電鉄別所温泉駅の桜（別所温泉）
⑥山家神社の桜（真田町長）
⑦岩谷堂観音堂の桜（御嶽堂）
⑧長谷寺しだれ桜（真田町長）

市内各地の桜❶❶
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